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綾
瀬
川

△
優
し
き
名
前
と
は
、似
て
も
つ

か
ぬ
猛
威
を
ふ
る
つ
て
、日
本
全

土
を
南
か
ら
北
え
、毎
年
の
よ
う

に
風
水
害
の
惨
禍
を
及
ぼ
し
な
が

ら
一
過
し
去
る
台
風
の
名
称
が
今

年
か
ら
変
え
ら
れ
た
、と
言
つ
て

も
、そ
れ
が
直
ち
に
被
害
の
大
小
に

影
響
す
る
訳
で
も
な
ぐ
、
台
風

は
剛
軟
強
弱
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
?

を
持
つ
て
、
今
年
も
又
訪
れ
て
き

て
い
る
。
が
、
年
々
才
々
自
然
の

摂
理
に
従
つ
て
起
る
台
風
に
備
え

被
害
を
最
少
限
度
、
い
や
皆
無
た

ら
し
め
よ
う
と
続
け
ら
れ
て
い
る

風
水
害
対
策
は
、
年
々
強
化
さ
れ

完
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

△
昔
、将
軍
や
大
名
だ
け
し
か
通

れ
な
か
つ
た
と
い
う
綾
瀬
川
を
、

梅
雨
曇
り
の
午
後
、野
菜
や
肥
料

を
満
載
し
た
舟
が
ひ
つ
そ
り
と
の

ぼ
り
下
つ
て
行
く
。完
壁
に
近
い

護
岸
工
事
を
完
了
し
、農
村
地
帯

の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
又
灌
漑
の

主
流
と
し
て
重
要
な
役
割
を
占
め

る
綾
瀬
川
は
、
緑
の
田
園
を
白
い

石
垣
の
直
線
で
截
る
幾
可
学
的
な

美
し
さ
を
み
せ
て
、
今
日
も
又
ゆ
る

く
流
れ
て
い
る
。
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第
三
回
足
立
区
議
会
で

議
長
、
副
議
長
決
る

本
年
第
三
回
足
立
区
議
会
(
臨
時

会
)
は
、
去
る
五
月
廿
二
日
、
廿

九
日
の
両
日
に
わ
た
つ
て
開
会
さ

れ
別
項
の
議
事
日
程
の
審
議
及
び

正
副
議
長
、
競
馬
委
員
の
選
挙
、

な
ら
び
に
監
査
委
員
の
推
薦
を
行

い
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
決
定
し
た

議
長
　
　
　
宮
入
五
郞

副
議
長
　
　永
井

一
己

競
馬
委
員
　
鈴
木
銀
藏

監
査
委
員
　
田
幡
義
雄

【
議
事
日
程
】

(
1
)
第
二
十
七
号
議
案
　
財
産
取
得

に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
も
と
ず

い
て
東
京
都
知
事
か
ら
無
償
譲

与
さ
れ
た
千
住
大
橋
際
外
六
ヶ

所
の
公
共
便
所
を
区
の
財
産
と

し
て
取
得
す
る
た
め
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
原
案
可
決
と
な
つ

た
第
二
十
八
号
議
案
　
東
京
都
足
立

区
立
公
共
便
所
設
置
条
例

こ
れ
は
前
項
の
通
り
、都
知
事

か
ら
譲
与
さ
れ
た
公
共
便
所
に

つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

(
3
)
足
立
区
臨
時
出
納
立
会
人
選
任

に
つ
い
て

岡
田
淸
、浦
林
光
春
、永
井
一

己
、中
山
元
一
、浅
古
幸
藏
の

五
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

(
写
真
は
挨
拶
す
る
前
方
永
井
副

議
長
後
方
宮
入
議
長
)

常
任
委
員
会
委
員

正
・
副
委
員
長
も
決
定

区
議
会
第
二
日
目
の
議
事
日
程
と

し
て
提
案
さ
れ
た
足
立
区
議
会
常

任
委
員
選
任
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
夫
々
決
定
し
た
。

○
印
　
委
員
長

△
印
　
副
委

員
長

総
務
委
員
会
○
中
山
元
一
△
江
口

兵
藏
△
永
田
う
め
志
、
淸
水
宗
忠
、

片
岡
巖
、
岡
本
祐
海
、
淸
水
丑
政
、

荒
井
甚
兵
衛
、
阿
出
川
信
孝
、
藤

原
忠
志
、
鈴
木
仲
二
、
佐
野
善
次
郞

財
務
委
員
会
○
高
野
内
善
喜
△
丹

下
登
、
△
竹
内
源
七
、
中
山
元
一
、

佐
々
木
和
佐
之
助
、
田
幡
義
雄
、

岡
本
祐
海
、
新
関
正
応
、
大
神
田

貞
英
、
遠
峯
富
次
、
藤
来
勇
、
大

川
正
一

厚
生
委
員
会
○
片
岡
巖
△
宮
川
平

五
郞
△
大
石
ア
ヤ
メ
、
浅
古
幸
藏
、

土
屋
甚
太
郞
、
淸
水
丑
政
、
野
沢
冬
藏

、
藤
原
忠
志
、
鈴
木
銀
藏
、

江
川
長
吉
、
大
川
正
一
、
小
林
政
子

文
教
委
員
会
○
佐
野
善
次
郞
△
永

田
う
め
志
△
新
井
竜
祐
、
江
口
兵

藏
、
佐
々
木
和
佐
之
助
、
臼
倉
滝

藏
、
矢
萩
三
保
三
、
浅
古
幸
藏
、

小
林
三
四
郞
、
丸
岡
光
一
郞
、
大

石

ア

ヤ

メ
、
藤

来

勇

経
済
委
員
会
○
小
林
三
四
郞
△
野

口
五
郞
平
、
△
小
林
政
子
、
淸
水

宗
忠
、
矢
萩
三
保
三
、
田
幡
義
雄
、

日
比
谷
竹
次
郞
、
栄
山
一
衛
、
小

川
寅
一
、
荒
井
甚
兵
衛
、
島
崎
正

治
郞
、
江
川
長
吉

土
木
委
員
会
○
浦
林
光
春
△
宮
川

平
五
郞
△
鈴
木
仲
二
、
丹
下
登
、

野
口
五
郞
平
、
大
神
田
貞
英
、
栄

山
一
衛
、
竹
内
源
七
、
遠
峯
富
次
、

島
崎
正
治
郞
、
高
野
内
善
喜
、
岡

田
淸

建
築
委
員
会
○
丸
岡
光
一
郞
△
新

井
竜
祐
△
岡
田
淸
、
臼
倉
滝
藏
、

土
屋
甚
太
郞
、
新
関
正
応
、
日
比

谷
竹
次
郞
、
小
川
寅
一
、
阿
出
川

信
孝
、
野
沢
冬
藏
、
浦
林
光
春
、

鈴
木
銀
藏

運
営
委
員
会
○
江
川
長
吉
△
片
岡

巖
△
栄
山
一
衛
、
佐
々
木
和
佐
之

助
、
小
林
三
四
郞
、
丸
岡
光
一
郞
、

大
神
田
貞
英
、
竹
内
源
七
、
浦
林

光

春

納
税
協
力
員
に
つ
い
て

区
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
従
来
区
民
税
完
納
奨

励
会
等
の
活
動
に
よ
り
、
納
税
成
績
の
向
上
が
図

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
予
期
の
成

績
が
得
ら
れ
ず
、
二
十
三
区
中
下
位
に
あ
り
ま
す

の
で
今
回
区
議
会
の
審
議
を
経
て
、
今
迄
に
か
つ

て
な
か
つ
た
税
務
協
力
員
制
度
を
新
ら
た
に
設
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
他
府
県
の

都
市
に
は
前
か
ら
設
け
ら
れ
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
都
で
は
始
め
て
当
区
が

採
用
す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
の
内
容
を
説
明
致
し
ま
す
と
、
先
ず
約
百

世
帯
に
一
名
の
割
で
納
税
に
御
協
力
を
願
う
協
力

員
を
区
長
が
委
嘱
致
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
協
力

員
の
方
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
区
に

協
力
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
、
納
税
思
想
の
啓
蒙
に
関
す
る
こ
と

二
、
納
税
奨
励
そ
の
他
納
税
に
つ
い
て
の
行
事
に

関
す
る
こ
と

三
、
徴
税
令
書
そ
の
他
の
配
布
に
関
す
る
こ
と
な

お
協
力
員
が
、
そ
の
仕
事
を
行
い
ま
す
と
き
は
、

図
の
よ
う
な
徽
章
を
つ
け
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

、
任
期
は
一
年
毎
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
も
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
納
税
者
の
皆
様
が
区
の
財
政
を
御
認

識
下
さ
つ
て
、
心
か
ら
納
税
に
御
協
力
下
さ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
制
度
に
深
い
御
理

解
を
賜
わ
り
、
積
極
的
な
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

、
本
制
度
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
、
住
み
よ
い
区
の

実
現
が
出
来
ま
す
よ
う
お
願
申
し
上
げ
ま
す
。

銀
製

直
径
　
一
二
、一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル



区 政 の お 知 ら せ第70 号( 3)

道
路
・
水
路
の
整
備
す
す
む

放
水
路
北
岸
の
整
地
も

昭
和
二
十
八
年
度
に
入
つ
て
か
ら

も
区
内
の
水
路
、道
路
の
改
修
補

修
は
着
々
と
進
め
ら
れ
、こ
れ
ら

の
水
路
、道
路
は
、現
在
著
る
し

い
整
備
を
み
つ
つ
あ
る
。現
在
施

行
中
の
も
の
は
次
の
通
り
。

【
水
路
改
修
工
事
】

(
1
)
梅
田
町
四
三
-
三
九
八
の
二
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵
渠
、延
長
二
八

三
米
巾
二
、
五
米
高
一
、
五
米
、

工
費
一
三
四
万
円

(
2
)
梅
田
町
一
五
六
-
本
木
町
二
丁

目
一
、一
一
一
、コ
シ
ク
リ
ー
ト
柵

渠
、延
長
一
二
三
米
巾
一
、五

米
高
一
、二
米
、工
費
四
六
万
円

(
3
)
新
田
下
町
一
三
五
-
一
五
六
四

(
別
掲
)

【
路
面
補
修
工
事
】

千
住
大
川
町
七
一
-
千
住
元
町
四

八
他
二
か
所
、滲
透
式
汀
青
浮
剤

補
装
、厚
二
糎
延
長
二
、四
九
七

米
面
積
九
、
〇
六
四
平
米
、
工
費

三
〇
五
万
円

【
荒
川
放
水
路
新
橋
下
流
整
地
工

事
】

五
反
野
南
町
一
、
三
四
〇
-
千
住

高
砂
町
三
、
整
地
面
積
三
、
一
七

七
八
平
米
、工
費
一
、
〇
一
一
万

円

足
立
区
史
料
展
覧
会

〓
〓
〓
〓

一
、区
に
関
係
の
あ
る
史
料

を

お
持

ち

の
方

は

一
つ

で

も

多
く
出

品

し

て
下

さ

い

。

二
、出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
区
が
全
責
任
を

も

つ

て
保
管

致

し
ま

す

硬
式
野
球
グ
ラ
ン
ド

大
川
町
放
水
路

敷

地

に
で
き
る

昨
年
五
月
以
来
、区
土
木
課
が
整

地
を
行
つ
て
い
た
千
住
新
橋
上
流

河
川
敷
地
(
千
住
大
川
町
四
二
番

地
先
)
約
四
、二
〇
〇
坪
の
工
事

が
こ
の
は
ど
完
了
し
た
の
で
、区

営
運
動
場
と
し
て
使
用
を
開
始
し

た
。こ
れ
で
区
営
運
動
場
は
次
の

三
箇
所
が
で
き
た
訳
で
、こ
の
利

用
に
は
次
の
こ
と
を
知
つ
て
、申

込
手
続
を
し
て
貰
ら
い
た
い
と
区

教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
望
ん
で

い
る

。

【
区
営
緑
町
運
動
場
】
=
軟
式
野
球

場
(
三
面
)
バ
ツ
ク
ネ
ツ
ト
固
定
式
二

、移
動
式
一
-
京
成
電
鉄
千

住
大
橋
駅
　
都
電
、都
バ
ス
千
住

仲
組
下
車
三
分

【
区
営
千
住
新
橋
運
動
場
】
=
軟
式

野
球
場
(
三
面
)
バ
ク
ネ
ツ
ト
固

定
式
二

、
移
動

式
一
-

国
電
北
千

住
駅
下
車
十
分

、
都
電

、
都
バ
ス

千
住
四
丁
目
下
車
二
分
(
千
住
新

橋
下
流
)

【
区
営
千
住
大
川
町
運
動
場
】
=
硬

式
野
球
場
(
一
面
、但
し
軟
式
の

場
合
ば
二
面
使
用
)
バ
ツ
ク
ネ
ツ

ト
固
定
式
一
、移
動
式
一
-
交
通

は
千
住
新
橋
運
動
場
と
同
じ
(
千

住
新
橋
上
流
)

◎
使
用
料
(
平
日
)
一
面
に
つ
き
一

日
六
五
〇
円
、
二
時
間
以
内
一

三
〇
円
(
休
日
)
一
面
に
つ
き
一

日
九
〇
〇
円
、
二
時
間
以
内
一
八

〇
円
、
硬
式
の
場
合
は
い
ず
れ
も

倍
額

◎
そ
の
他

各
運
動
場
と
も
陸
上
競
技
、運
動

会
、サ
ツ
カ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ

ト
ボ
ー
ル
、
ホ
ツ
ケ
ー
等
の
運

動
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

△
申
込
は
区
教
育
委
員
会
事
務
局
社

会
教
育
課
体
育
係
で
受
付
け
る

土
木
工
事
の
現
場
視
察

失
業
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
六

月
一
日
着
工
し
た
新
田
下
町
一
三

五
-
南
堀
之
内
町
一
、

五
六
四
に
至
る
延
長
三

〇
四
米
の
水
路
改
修
工

事
(
工
費
五
八
万
余
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵

渠
、
六
月
三
十
日
竣
工

予
定
)
の
状
況
を
み
る

た
め
、
六
月
十
五
日
午

後
一
時
区
長
、
土
木
課

長
が
、
現
場
を
視
察
し

た
。

区民税
第
一
期
の
納

期
は
六
月
三

十
日
で
納
期

内
に
区
役
所

支
所
、
出
張

所
又
は
郵
便

局
、
銀
行
等

へ
お
納
め
下
さ
い

。

区
内
の
失
対
現
場

都
知
事
の
表
彰
受
く

都
が
行
つ
て
い
る
失
業
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
種
々
困
難
な
事
情
の

も
と
に
一
致
協
力
し
て
所
期
の
工

事
を
完
成
し
た
中
曽
根
堀
水
路
改

修
工
事
現
場
に
対
す
る
都
知
事
か

ら
の
表
彰
伝
達
式
が
、
六
月
十
五

日
午
前
十
時
か
ら
区
議
事
堂
で
行

わ
れ
た
。

こ
の
日
、
表
彰
を
受
け
る
中
曽
根

班
の
日
雇
労
務
者
二
十
二
名
に
対

し
、
区
長
、
足
立
公
共
職
業
安
定

所
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
な
お
区

長
か
ら
は
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り

小
林
新
六
、
橋
本
金
重
、
細
谷
博

一
、
小
沢
二
三
、
今
村
忠
三
郞
、

大
竹
信
一
、
菊
地
辰
二
、
段
原
商

吾
、
雀
仁
実
、
安
部
市
三
組
、
小

俣
国
藏
、
小
川
喜
一
、
稻
村
熊
吉
、

箕
輪
一
郞
、
富
田
道
太
郞
、
坂
崎

か
ね
、
山
内
み
さ
わ
、
長
谷
川
ソ

メ
、
千
谷
栄
松
、
安
河
内
勤
六
、

眞
謝
孝
安
　
以
上
二
十
二
名

(
写
真
は
、
表
彰
状
授
与
)
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七
月
一
日
か
ら
(
足
立
電
話
)

東
京
電
話
に
編
入

足
立
電
話
が
七
月
一
日
か
ら
東
京

電
話
に
編
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
従
来
足
立
局
か
ら
東
京

電
話
へ
か
け
る
に
も
、
又
東
京
電

話
か
ら
足
立
局
に
電
話
す
る
に
も

先
に
○
を
廻
わ
し
た
り
、
い
ち
い

ち
一
一
七
番
に
申
込
ん
で
通
話
し

た
り
、
い
ろ
ん
な
不
便
が
あ
つ
た

の
で
、
区
行
政
は
も
と
よ
り
、
足

立
区
発
展
の
た
め
に
も
、
大
き
な

支
障
が
あ
る
の
で
こ
の
不
便
を
な

く
そ
う
と
、
こ
こ
数
年
来
、
関
係

方
面
と
絶
え
ず
折
衝
を
続
け
て
き

た
区
の
努
力
が
実
を
結
び
、
足
立

局
の
東
京
編
入
が
実
現
す
る
運
び

に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、こ
の
足
立
電
話
の
東
京
編

入
に
当
り
、足
立
電
話
局
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、こ
れ
だ

け
は
是
非
知
つ
て
お
い
て
下
さ
い

と
、次
の
各
項
目
を
要
望
し
て
お

り
ま
す
。

▽
足
立
局
の
局
番
は
(
8
8
)
と
な
り
ま

す
。

1
　
東
京
電
話
へ
の
通
話

従
来
は
先
ず
○
を
廻
わ
し
て
い
た

の
で
す
が
、
七
月
一
日
か
ら
は
○

を
廻
さ
ず
直
ち
に
局
番
、
次
に
相

手
方
番
号
を
廻
わ
し
て
下
さ
い
。

2
　
足
立
局
相
互
間
の
通
話

局
番
(
8
8
)
と
相
手
方
番
号
を
廻
わ
し

て
下
さ
い
。

3
　
東
京
電
話
↓
足
立
電
話
の
通

話従
来
は
一
一
七
番
に
申
込
ん
で
交

換
手
を
通
じ
て
通
話
し
ま
し
た
が

七
月
一
日
か
ら
は
他
局
同
様
、直

ち
に
局
番
(
8
8
)
次
に
相
手
方
番
号
を

廻
わ
し
て
下
さ
い
。

▽
一
一
四
番
か
ら
一
一
八
番
ま
で

の
三
数
字
番
号
が
次
の
通
り
変
わ

り
ま
す
。

○
市
内
電
話
番
号
の
問
合
わ
せ
…

一
〇
四
番
(
旧
一
一
四
)

○
市
外
通
話
に
つ
い
て
の
問
合
わ

せ
…
一
〇
五
番
(
旧
一
一
五
)

○
一
般
市
外
通
話
の
申
込
…
一
〇

六
番
(
旧
一
一
六
)

○
即
時
通
話
の
申
込
…
一
〇
七
番

(
旧

一
一
七
)

○
準
即
時
通
話
の
申
込
…
一
〇
八

番
(

旧
一
一
八
)

一
一
三
番
(
電
話
の
故
障
)
一
一

〇
番
(
警
察
)
一
一
九
番
(
火
事

救
急
車
)

は
今
迄
と
変

り
ま
せ
ん

◎
電
話
料
金
が
変
り
ま
す

。

基
本
料
(
月
額
)
　
五
四
〇
円

住
宅
用
　
　
　
　
三
八
〇
円

度
数
料
　

一
回
毎
に
　

五
円

◎
現
在
足
立
局
三
、二
〇
〇
余
の

電
話
番
号
は
従
来
と
変
り
ま
せ
ん

(
写
真
上
は
工
事
中
の
電
話
局
内

部
)

必
ら
ず
受
け
て
下
さ
い

膓
チ
フ
ス

パ
ラ
チ
フ
ス

の
予
防
注
射

う
つ
と
う
し
い
梅
雨
期
に
入
り
、

伝
染
病
が
流
行
す
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
初
夏
に
か
け

て
、例
年
全
国
的
に
罹
病
者
の
数

が
激
増
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

身
の
廻
り
を
清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
と
、食
物
や
、蝿
、蚊
の
発
生

を
防
ぐ
よ
う
で
き
る
だ
け
注
意
し

て
下
さ
い
と
、足
立
保
健
所
で
は

区
民
の
皆
さ
ん
に
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

な
お
腸
チ
フ
ス
、パ
ラ
チ
フ
ス
の

予
防
接
種
が
、次
に
よ
り
別
項
の

日
程
通
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
か
ら
、も
れ
な
く
接
種

を
受
け
て
下
さ
い
。

注

意

(
1
)
満
三
才
か
ら
六
〇
才
ま
で
の
人

は
毎
年
一
度
は
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

(
2
)
料
金
は
今
ま
で
受
け
た
こ
と
の

な
い
人
…
廿
五
円
、
今
ま
で
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
…
十
円
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。

(
3
)
会
場
で
の
受
付
は
毎
日
午
後
一

時
よ
り
三
時
ま
で
で
す
。

(
4
)
指
定
の
会
場
で
受
け
ら
れ
な
か
つ
た

人
は
他
の
場
所
又
は
七
月

末
ま
で
毎
週
木
曜
日
午
前
中
保

健
所
で
受
け
て
下
さ
い
。

(
5
)
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
人
は
福
祉
事
務
所
長
の
証
明

が
あ
れ
ば
、
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

△
東
、曙
、関
屋
町
―
六
月
十
六

日
(
千
寿
第
四
小
学
校
)
△
長
門

大
谷
田
―
六
月
十
七
日
(
大
谷
田

小
学
校
)
△
花
畑
、内
匠
、神
明

東
西
加
平
、六
木
、六
町
―
六
月

十
六
、廿
七
、七
月
二
日
(
花
畑

小
学
校
)
△
梅
島
、梅
田
町
(
北

部
)
―
六
月
十
七
、八
日
(
梅
島

小
学
校
)
△
興
野
町
―
六
月
十
八

廿
四
、七
月
三
日
(
西
新
井
小
学

校
)
△
旭
町
―
六
月
十
五
日
(
千

寿
旭
小
学
校
)
六
月
廿
五
、
七
月

六
日
(
千
寿
第
四
小
学
校
)
△
柳

原
町
、日
ノ
出
町
一
、二
丁
目
―

六
月
十
五
日
(
柳
原
小
学
校
)
六

月
廿
五
、七
月
六
日
(
千
寿
第
四

小
学
校
)
(
五
兵
衛
、普
賢
寺
、

伊
藤
谷
本
町
―
六
六
月
十
九
日
(
道

小
学
校
)
六
月
廿
九
、七
月
八

日
(
千
寿
小
学
校
)
△
大
川
、寿

町
―
六
月
廿
二
日
(
千
寿
第
三
小

学
校
)
六
月
卅

、
七
月
九
日
(
千

寿
第
六
小
学
校
)

竜
田
、桜
木
、柳
、元
町
―
六
月

廿
四
日
(
千
寿
第
六
小
学
校
)
△

南
宮
城
、小
台
町
―
六
月
廿
三
日

七
月
一
、〓
日
(
宮
城
小
学
校
)

△
新
田
上
下
、
南
鹿
浜
、
雨
堀
之

内
、沼
田
川
端
町
―
六
月
廿
三
日

七
月
二
、十
三
日
(
新
田
小
学
校
)

△
谷
在
家
、加
賀
皿
沼
、北
鹿
浜

上
下
沼
田
、北
堀
之
内
、高
野
、

北
宮
城
、小
台
大
門
町
―
六
月
廿

五
、七
月
三
、十
四
日
(
江
北
小

学
校
)
△
竹
ノ
塚
、六
月
、保
木

間
町
―
六
月
廿
二
、卅
、七
月
七

日
(
淵
江
小
学
校
)
△
舎
人
、古

干
谷
、入
谷
、伊
興
町
―
六
日
廿

二
、卅
、七
月
七
月
(
伊
興
小
学

校
)
△
本
木
一
丁
目
(
東
部
)
本

木
三
、四
、五
丁
目
―
六
月
廿
五

七
月
一
、八
日
(
関
原
小
学
校
)

△
本
木
二
丁
目
―
六
月
廿
五
、七

月
一
、八
日
(
関
原
小
学
校
)
、

△
高
砂
、末
広
、若
松
、八
千
代
弥

生
、東
島
根
町
―
六
月
廿
九
、

七
月
六
、十
日
(
千
寿
第
五
小
学

校
)
△
千
住
一
、二
丁
目
、仲
町

中
居
町
―
六
月
十
七
、廿
七
、七

月
八
日
(
千
寿
小
学
校
)
△
宮
元

緑
、橋
戸
、河
原
町
―
六
月
十
九

日
(
千
寿
第
二
小
学
校
)
六
月
卅

七
月
九
日
(
千
寿
第
六
小
学
校
)

△
日
反
野
南
北
、四
ツ
家
、二
ツ

家
、日
ノ
出
三
丁
目
、伊
藤
谷
西

北
―
六
月
十
九
、廿
五
、七
月
三

日
(
五
反
野
小
学
校
)
△
本
木
一

丁
目
(
西
部
)
梅
田
町
(
南
部
)

六
月
十
九
日
(
梅
島
第
二
小
学
校
)

☆
　

★

☆
　

★


